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平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
が
平
成
30
年
第
２
回
吉
備
中
央

町
議
会
定
例
会
（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

当
初
予
算
額
は
、
97
億
５
，０
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
町
税
が
前
年
度
に
比
較
し

２
・
９
％
増
の
12
億
２
，９
０
６
万
円
、
地
方
交
付
税
は
５
・

３
％
減
の
38
億
８
，４
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
よ
る

寄
付
金
が
６
億
９
，３
２
５
万
円
、
太
陽
光
発
電
所
売
電
収
入

か
ら
の
繰
入
金
が
７
，８
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
吉
備
高
原
都
市
内
に
町
有
住
宅
を
整
備
す
る
費

用
と
し
て
５
億
３
，２
９
８
万
円
、
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に

向
け
た
、
き
び
プ
ラ
ザ
～
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
線
の
実
証
運

行
費
と
し
て
２
７
３
万
円
、
頑
張
る
農
家
応
援
事
業
と
し
て

農
業
用
機
械
の
購
入
補
助
金
２
，０
０
０
万
円
、
今
年
度
４
月

に
開
園
し
た
、
町
内
初
の
公
立
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園
の
運
営
費
と
し
て
６
，６
９
２
万
円
、
子
ど
も
と
保
護
者
が

気
軽
に
集
い
、遊
び
、学
び
合
う
子
ど
も
ひ
ろ
ば
「
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
」
の
運
営
費
と
し
て
１
，２
３
７
万
円
な
ど
で
す
。

　

少
子
化
や
人
口
流
出
が
続
く
中
、
町
総
合
計
画
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
等
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に
、

か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援
、

若
者
定
住
、
産
業
振
興
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度　

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

特集

一般会計　97億5,000万円（対前年比 6.6％）

合　　計　150億4,991万円（対前年比 2.9％）

事業会計� 38億6,539万円
� （対前年比　－4.3％）

国民健康保険特別会計� 15億9,955万円
介護保健特別会計� 20億6,186万円
後期高齢者医療特別会計� １億7,410万円
育英資金特別会計� 1,420万円
診療所特別会計� 1,545万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計� 23万円

企業会計等� 14億3,452万円
� （対前年比　－0.3％）

再生可能エネルギー事業特別会計
� ２億4,310万円
下水道特別会計� １億2,030万円
農業集落排水事業特別会計� １億2,830万円
上水道特別会計� ９億4,282万円

町
税
の
推
移

当
初
予
算
の
内
訳一般会計

64.8%

事業会計
25.7%

企業会計等
9.5%
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※26年度～28年度は決算額、29年度・30年度は予算額

（万円）
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一般会計における歳入と歳出の構成比

民生費
185,560円
高齢者・障害者・児童の
福祉など

公債費
101,854円
借入金の返済

円
農林業費

108,650円
農林業・畜産の振興など

衛生費
51,790円

保健衛生・一般廃棄物の処理など

教育費
59,603円
学校・公民館・図書館の
運営など

土木費
88,243円
道路・河川・住宅の
整備など

消防費
24,957円

火災・災害の対応など

その他
35,090円
議会・観光振興・
災害復旧など

町民１人当たりに予算 838,349円
こんなふうに使われます　　

一般会計
●平成30年４月１日 現在　　人口　11,630人

総務費
182,602
地域振興・交通・財産
管理・庁舎管理など

民生費
22.1%

公債費
12.1% 総務費

21.8%

農林業費
13.0% 衛生費

6.2%

教育費
7.1%

土木費
10.5%

消防費
3.0%

予備費 0.1%

歳出

使用料及び手数料
0.8%

繰入金
8.9%

諸収入 2.0%
繰越金 1.5%

地方交付税
39.8%

国庫支出金
4.9%

県支出金
8.9%

町債
8.6% 町税

12.6%

地方譲与税
1.6%

歳入

自主財源
33.5%

依存財源
66.5%

労働費 0.1%
商工費 1.8%

災害復旧費
0.4% 議会費 0.9%

寄付金
7.1%

財産収入 0.2%

配当割交付金
0.1%

地方消費税
交付金 2.1%

ゴルフ場利用税
交付金 0.1%

諸支出金 0.9%

自動車取得税交付金 0.4%

分担金及び負担金
0.4%

歳入用語解説
町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負担金：�老人措置負担金や農林業受益者分担金

など
使用料及び手数料：�町営住宅の家賃や幼稚園・保育園の保

育料、住民票など証明書の発行手数料
などの収入

繰　入　金：基金を取り崩して繰り入れるものなど
繰　越　金：前年度から繰り越される収入
地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分される

収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従って
国から町へ譲与されるもの

地方消費税交付金：�消費税の地方分を人口などをもとに国
から交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：�公共事業などを行うための財源として借り入

れる収入
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『22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町』をめざして
～平成30年度の主な事業を紹介します～

次代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野

やさしさあふれるまち
～保健・医療・福祉分野

快適な暮らしのまち
～環境保全分野

協働で歩むまち
～行財政分野

魅力と活気のあるまち
～産業振興分野

生活しやすい安全なまち
～生活基盤分野

▲

学童地域支援事業
小学校の児童を放課後に預かる事業を委託実施
します。（７か所）� 2,423万円▲

にこにこ出産祝金支給事業
第２子以降の新生児に対し出産祝金を支給しま
す。� 1,040万円▲

産前産後子育て応援事業
育児支援を必要とする妊産婦及び乳児を対象に
育児・家事・相談等の援助を行います。
� 180万円▲

吉備高原こども園運営事業
吉備高原に新たに整備した幼保連携型認定こど
も園の運営を行います。� 6,692万円▲

子どもひろば事業
子どもひろば「キッズパーク」において、親子
で遊び学ぶ場の提供、子育て親子への支援を行
います。� 1,237万円

▲

予防接種事業
日本脳炎、麻しん、風しん、B型肝炎などの予
防接種を実施します。本年度からは、妊婦の風
しん罹患を防ぐための事業を行います。
� 2,899万円▲

がん検診事業
乳・子宮・胃（個別）・大腸・肺・前立腺がん
の検診を実施します。� 1,414万円

▲

交通支障木除去補助事業
自治組織が共同で町道沿いの交通に支障のある
木を伐採した場合に補助します。� 400万円

▲

協働のまちづくり寄附金事業
ふるさと納税という形でまちづくりに参画いた
だくとともに、米づくり農家等を支援します。
� 69,418万円▲

自治組織運営補助事業
自治組織に対し運営補助金を交付し、活動を支
えます。� 2,950万円

▲

有害鳥獣対策・捕獲事業
有害鳥獣による農作物等への被害防止のため防
護柵設置や捕獲に対して補助金を交付します。
� 3,222万円▲

中山間地域等直接支払制度事業
協定農用地等の営農資源を守るための活動を支
援します。� 28,508万円▲

頑張る農家応援事業
農業用機械の導入を補助します。� 2,000万円▲

企業誘致事業
企業の土地取得に伴う設備投資、雇用に対し奨
励金を交付するとともに、新たな企業誘致に向
けた PR 活動、工業団地等の維持管理を行いま
す。� 12,233万円

▲

高校生バス通学費補助事業
バス定期券等の購入費に対して補助するととも
に、バスの利用を促進します。� 1,716万円▲

PFI 吉備高原団地整備事業
吉備高原都市内の集合住宅用地に町有住宅を建
設します。� 53,298万円▲

町営バス運行事業
きびプラザ～岡山医療センター線の実証運行を
行います。� 273万円▲

公衆無線 LAN 環境整備事業
防災拠点（避難所）となる小中学校に公衆無線
LANのアクセスポイントを設置します。
� 3,150万円▲

道路維持費補助事業
町が認定した道路の草刈を集落で行った場合に
補助します。� 700万円
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　平成28年度から整備を進めてきた吉備高原こども園が４月に開園しました。吉備中央町では私立のにこに
こふたばこども園に続き２園目、町立としては初めての認定こども園となり、教育と保育を一体的に提供し
ます。

  認定こども園とは
　幼稚園と保育園の両方の良さを併せもつ施設で、次
の２つの機能を備えています。
①就学前の子どもに幼児教育・保育を提供します。
　�（保護者が働いている、いないにかかわらず受け入れ、
教育・保育を一体的に実施）
②地域における子育て支援を行います。
　�（子育ての不安に対応した相談活動や親子の集いの場
などを実施）

  吉備高原こども園
●住　所　吉備中央町竹部7520-25
●定　員　70名（３歳以上児�45名・３歳未満児�25名）
●園児数　50名（３歳以上児�30名・３歳未満児�20名）
●職員数　16名（�園長１名・主任保育教諭１名・保育�

教諭等12名・調理員２名）
★教育・保育目標
　『みんなが輝くこども園』
�　～心も体も元気な子　自分の思いを伝える子
� 相手の気持ちを考える子　自分の力で行動する子～

１日の流れ（目安）
３歳～５歳 ０歳～２歳

保育を必要としない家庭
１号認定児

保育を必要とする家庭
２号認定児

保育を必要とする家庭
３号認定児

7:30 随時登園 随時登園
8:30 登園・クラス活動開始 クラス活動開始
9:00
9:30

クラス活動開始
おやつ

11:00
11:30 給食 給食

給食

12:15
12:45 つどい つどい

お昼寝準備
お昼寝

13:15
13:30

降園準備 お昼寝準備
お昼寝

14:00 降園
（預かり保育開始）

15:00 おやつ おやつ
16:00 随時降園 随時降園
18:00
18:30

（預かり保育終了）
（延長保育開始） （延長保育開始）

19:00 （延長保育終了） （延長保育終了）

保育室等位置図

子どもたちの様子

お問い合わせ先 子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328

吉備高原こども園が開園
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旭
日
単
光
章（
地
方
自
治

功
労
）を
受
章

愛
育
班
員
全
国
大
会
で
佳

作
、総
裁
特
別
賞
を
受
賞

森
の
宝
石
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

写
真
展
・
川
柳
展

満
百
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
堀
口
欣
哉
さ
ん
（
宮
地
）
が
旭
日
単
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）
を
受
章
さ
れ
、
３
月
29

日
、
町
長
室
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
章
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

発
展
と
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
堀
口
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
２
月
か
ら
賀
陽

町
議
会
議
員
と
し
て
３
期
12
年
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
町
議
会
議
員
と
し
て
豊
富
な
経
験

と
知
識
を
も
っ
て
教
育
の
発
展
や
産
業
の
振

興
等
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
た
び
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
４
月
11
日
、
明
治
記
念
館
に
て
第
50
回
記

念
愛
育
班
員
全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
吉
備
中

央
町
愛
育
委
員
会
会
長�

日
名
多
津
子
さ
ん

（
美
原
）が「
愛
育
班
員
の
手
記　
佳
作
」を
、

加
賀
中
学
校
３
年（
平
成
30
年
３
月
末
時
点
）

杭
田
桃
奈
さ
ん
（
円
城
）
が
「
愛
育
班
員
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ　
総
裁
特
別
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
名
さ
ん
は
「
愛
さ
れ
て
育
つ　
未
来
の

宝　
〜
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
よ
り
〜
」
と
題
し

て
、
昭
和
62
年
に
愛
育
委
員
に
就
任
し
て
以

来
、
30
年
以
上
に
わ
た
る
愛
育
委
員
活
動
を

通
し
て
大
切
に
し
て
こ
ら
れ
た
「
愛
育
の
こ

こ
ろ
」
や
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
を
開
催
し

て
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
に
生
命
や
性
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
る
活
動
を
手
記
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
杭
田
さ
ん
は
、
昨
年
11
月
に
加
賀
中

学
校
で
開
催
し
た
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
で

愛
育
委
員
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
て
感
じ
た

愛
育
委
員
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
ビ
デ
オ

　
３
月
14
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
、
岡
崎
嘉

平
太
記
念
館
で
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
吉
備
中
央

町
会
主
催
の
「
森
の
宝
石
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
写

真
展
・
川
柳
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
展
・
川
柳
展
で
は
、
平
成
28
年

度
に
行
っ
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
応
募
作
品(

全
１
２
０
点)

と
平

成
29
年
度
に
行
っ
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
川
柳
の

入
選
作
品
（
24
句
）
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
、
約
１
，５
５
２
人
の
方
が
来

場
さ
れ
、
美
し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
姿
を
と

ら
え
た
写
真
と
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
表
し
た
川

柳
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
谷
靜
子
さ
ん
（
豊
岡
上
）
が
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
４
月
27
日
に
金
山
鮮
魚

店
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
、

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
祝
い
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
小
谷
さ
ん
は
有
漢
町
の
出
身
で
、
25
歳
の

時
に
ご
結
婚
。
結
婚
後
は
、
３
人
の
お
子
さ

ん
を
育
て
な
が
ら
タ
バ
コ
作
り
に
専
念
さ
れ

ま
し
た
。ほ
が
ら
か
な
性
格
で
、趣
味
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
の
編
み
物
を
嗜
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
話
す
こ
と
が
好
き
な
小
谷

さ
ん
は
、
ご
家
族
と
お
話
を
し
な
が
ら
「
長

寿
の
秘
訣
は
、
毎
日
歌
を
歌
い
な
が
ら
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

メ
ッ
セ
ー

ジ
と
共
に

寄
せ
て
く

だ
さ
い
ま

し
た
。
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交
通
安
全
用
品
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

教
育
と
医
療
活
動
に
関
す
る

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

地
域
に
お
け
る
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　
３
月
26
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
学
校
法
人
朝

日
医
療
学
園
と
吉
備
中
央
町
と
の
教
育
と
医

療
活
動
に
関
す
る
包
括
的
連
携
協
定
締
結
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
校
と
町
関
係
者
ら
約
10
名
が

出
席
。
式
で
は
、
同
学
園
の
津
島
伸
章
理
事

長
か
ら
「
地
方
公
共
団
体
と
の
締
結
は
吉
備

中
央
町
と
が
初
め
て
と
な
る
。
町
の
提
案
や

要
望
を
し
っ
か
り
受
け
入
れ
、
包
括
連
携
を

行
っ
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
後
、

協
定
書
に
調
印
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
、

町
は
同
学
園
の
学
生
の
臨
地
実
習
や
資
格
習

得
の
受
け
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。

　
３
月
27
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
地
域
に
お
け

る
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
行
わ

れ
、
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
健
康
づ
く
り
財

団
、
縄
手
商
事
株
式
会
社
、
株
式
会
社
十
字

屋
及
び
町
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
、
道
路
の
異
変
や
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
、
ま
た
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど

も
な
ど
住
民
の
異
変
に
気
付
い
た
際
に
、
３

事
業
者
か
ら
町
へ
情
報
提
供
を
行
う
も
の
で

す
。

　
山
本
町
長
は
「
町
内
の
状
況
を
熟
知
さ
れ

た
方
々
に
、
町
民
の
安
心
安
全
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
皆
さ
ん
と
安
心

安
全
な
町
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
４
月
13
日
、
株
式
会
社
ト
マ
ト
銀
行
賀
陽

支
店
中
野
支
店
長
が
来
庁
さ
れ
、
横
断
旗
50

本
、
夜
光
タ
ス
キ
１
０
０
本
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
、
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

山
本
町
長
か
ら
「
町
で
は
、
誰
も
が
安
全
安

心
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
特
に
子
ど
も
た
ち
は
わ
が
町
の
宝
で
あ

る
の
で
、
守
っ
て
い
く
た
め
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
い
た
だ
い
た
交
通
安
全
用
品

は
、
通
学
路
の
見
守
り
活
動
や
交
通
安
全
啓

発
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
家
民
宿
で

教
育
旅
行
の
受
入

　
吉
備
中
央
町
農
家
民
宿
推
進
協
議
会
及
び

吉
備
中
央
町
観
光
協
会
で
は
、
吉
備
中
央
町

へ
訪
れ
た
人
に
豊
か
な
自
然
と
人
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
よ
り
多
く
の
観
光
客

を
誘
致
す
る
た
め
に
、
農
家
民
宿
を
活
用
し

た
教
育
旅
行
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
京
都
の
立
命
館
宇
治
中
学
校
の

生
徒
22
名
と
先
生
３
名
が
、
３
月
26
日
・
27

日
の
２
日
間
「
農
家
民
宿
」「
き
び
の
森
植

物
園
」「N

ano�V
illage

英
語
村
」
に
滞

在
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、
自
然
の
中
で
の
び
の

び
と
過
ご
し
な
が
ら
、
農
家
民
宿
で
の
交
流

を
通
じ
て
、
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
時
間
を
体
験
し
ま
し
た
。
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栄
養
改
善
協
議
会・愛
育
委
員
会

総
会
並
び
に
合
同
研
修
会
開
催

　
４
月
15
日
、
吉
備
中
央
町
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
30
年
度
吉
備
中
央
町
栄
養
改

善
協
議
会
・
愛
育
委
員
会
総
会
並
び
に
合
同

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
１
３
６
名
の
参
加
が
あ
り
、
開
会

行
事
の
後
、
合
同
研
修
会
と
し
て
岡
山
大
学

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
予
防
歯
科
分

野
教
授
の
森
田
学
先
生
に
よ
る
「
今
日
か
ら

始
め
る
予
防
歯
科
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
の
歯
の
病
気
の
予
防
方
法
等
を

具
体
的
に
お
話
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
口
腔

と
健
康
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
行
事
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
４
月
26
日
、
き
び
プ
ラ
ザ
で
、
平
成
30
年

度
吉
備
中
央
町
就
職
者
激
励
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
の
事
業
所
か
ら
37
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
就
職
者
を
代
表
し
て
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

吉
備
高
原
賀
陽
荘
の

岸
名
葉
子
さ
ん
に
岡
田
副
町
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
セ
メ
ダ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会

社
の
菅
野
翔
太
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
北
警
察
署
の

浅
野
生
活
安
全
課
長
と
秋
山
交
通
課
長
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
新
生
活

に
お
け
る
防
犯
意
識
の
必
要
性
や
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

就
職
者
激
励
会
開
催

新
自
治
会
誕
生　

 

前
組
自
治
会

 

西
地
区
自
治
会

　
上
竹
の
正
金
自
治
会
、陰
地
自
治
会
、

南
自
治
会
が
再
編
統
合
し
て
前
組
自
治

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

●
設
立
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

●
会　
長　
土
岩　
典
行
さ
ん

●
副
会
長　
村
林　
廣
子
さ
ん

●
副
会
長　
見
尾　
次
良
さ
ん

●
戸　
数　
68
戸

　
西
の
原
上
、原
下
、実
光
、野
伏
、

大
沢
、
柏
木
、
湯
原
上
、
湯
原
下
、

後
湯
原
、
二
本
木
の
10
の
自
治
会
が

再
編
統
合
し
て
西
地
区
自
治
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

●
設
立
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

●
会　
長　
川
延　
平
通
さ
ん

●
副
会
長　
孝
本　
誠
一
さ
ん

●
戸　
数　
１
５
６
戸

このコーナーは、再編統合により新たに設立された自治会を紹介しています。

平
成
30
年
度

自
治
会
代
表
者
会
議

　
４
月
14
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
自
治
会
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
自
治
会
代
表
者
92
名
、
町

議
会
議
員
８
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
山
本
町
長
が
最
近
の
話
題
を
交

え
た
あ
い
さ
つ
、
行
政
施
策
へ
の
協
力
の
お

願
い
を
述
べ
た
後
、
こ
の
度
新
た
に
作
成
し

た
町
Ｐ
Ｒ
動
画
を
上
映
、
続
い
て
岡
田
副
町

長
、
津
島
教
育
長
に
よ
り
今
年
度
の
主
要
事

業
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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相　
　
　
談

消
費
生
活
相
談
会

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

元
気
も
り
も
り
教
室

 

（
第
１
回
）

年
金
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生
活
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
! !
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－
１
３
１
６

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金
請

求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機
構
高
梁
年

金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
６
月
21
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
賀
陽
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
20
日
㈬

正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。（
受

付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

日
に
ち

会
　
　
場

６
月
５
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室　

６
月
19
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

日時 ６月28日㈭　午前９時～正午

会場 大和公民館 かもがわ総合福祉
センター

内容 行政・人権・福祉 行政・福祉

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

　

昨
年
度
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
元
気

も
り
も
り
教
室
を
、今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
講
義
と

調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
今
か
ら
健
康
づ

く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日　
時　
６
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
）

●
会　
場　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
豊
野
17
）

●
内　
容　
運
動
で
健
康
に
長
生
き
！

●
講　
師　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士

●
参
加
費　
１
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

●
持
参
品

　

�

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
、
水
分
補
給
用

お
茶
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※�

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

へそっぴー
ポイント
対象事業

へそっぴー
ポイント
対象事業

い
き
い
き
運
動
教
室

　

い
き
い
き
運
動
教
室
は
、
毎
月
１
回
町
内

の
公
民
館
等
を
巡
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
習
慣
を
身
に
付

け
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
６
月
13
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
会
場　
下
竹
荘
公
民
館

●
内
容　
足
腰
筋
力
ア
ッ
プ
体
操

●
講
師　
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士

●
参
加
費　
無
料

●
持
参
品　
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

臨
時　
６
月
１
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　

会
場
：
豊
野
公
民
館

　
　
　

内
容
：
人
権
相
談
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「吉備中央町地域公共交通網形成
計画」の策定が完了しました

お問い合わせ先 総務課　行政班　☎0866－54－1313

　吉備中央町地域公共交通会議の承認を経て、平成30年３月に「吉備中央町
地域公共交通網形成計画」を策定しました。これは、自分で車の運転ができ
ない方、また運転に不安のある方などにとって欠かせないバスやタクシー等
の公共交通の現状及び課題を検証し、町内における交通不便地域を解消する
ことを目的とした計画で「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に
基づいた法定計画です。今年度以降、この計画に掲げている事業に沿った個
別の計画を策定し、その実施を目指します。
【計画に掲げている主な事業】

●事業の内容
　既存のリハビリセンター～天満屋線を補完し、岡山市中心市街地へのアクセス機能の向上を図るとともに、
岡山医療センターへの通院利用を目的とした町営バス「きびプラザ～岡山医療センター線（仮称）」の運行を
バス事業者や岡山市と調整を図りながら検討します。また、同線の運行にあたっては、スクールバス車両を活
用した直行便として検討します。
●今後のスケジュール
　平成30年度前期に実施計画を策定し、平成30年度後期～平成32年度前期に実証運行、平成32年度後期から
本格運行を予定しています。

●事業の内容
　同じ日に利用を希望する方々を、乗り合いによりそれぞれの自宅から目的地まで低料金で送迎するデマンド
型乗合タクシーを町内全域において運行することにより、町内移動における地域間格差の是正を検討します。
町内を４つの運行区域（路線）に分け、乗車時間の短縮化、ダイヤの見直しを図り、利用者の負担を軽減します。
●今後のスケジュール
　平成30年度に実施計画を策定し、平成31～32年度実証運行、平成33年度から本格運行を予定しています。

●事業の内容
　町内での通院・買い物に利用できる路線バスとして、町内各地ときびプラザや町内の医療機関、商業施設等
を結ぶバス路線を新設するとともに、既存の民間バス路線のダイヤを見直します。民間バス事業者で対応でき
ない場合は、既存路線を補完する形で町営バスを運行します。また、新設するバス路線のダイヤ設定にあたっ
ては、町内での通院・買い物利用を考慮するとともに、きびプラザでの民間路線バスへの乗り換えを考慮して
行います。
●今後のスケジュール
　平成30年度に実施計画を策定し、平成31～32年度実証運行、平成33年度から本格運行を予定しています。

●事業の内容
　65歳以上の方に対してタクシー料金の３分の１が助成される現行制度の対象者を拡充し、自分で車を運転す
ることや、徒歩での移動が難しい障害者等の方をふれあいタクシー運行助成事業の助成の対象者に加えること
を検討します。
●今後のスケジュール
　平成30年度に検討し、平成31年度から実施を予定しています。

事業①

事業②

事業③

事業④

各地域の生活圏に合わせた公共交通の充実
（きびプラザ～岡山医療センター線（仮称）の定期路線バスの運行）

賀陽地区へのデマンドタクシーの導入と運行区域再編
（デマンド型乗合タクシーを町内全域へ拡充）

町内主要目的地を結ぶバス路線の充実（町内巡回バスの運行）

タクシー助成制度「ふれあいタクシー」の充実（ふれあいタクシー助成対象者の拡充）

計画の全容については、町公式ホームページ又は総務課、加茂川総合事務所でご覧いただけます。
　http://www.town.kibichuo.lg.jp/soshiki/2/3308.html
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「住みたいまち」定住奨励金のお知らせ

お問い合わせ先 定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

　この制度は、吉備中央町への若者の定住を促進し、町の担い手の確保を図りつつ、明るく活気にあふれる吉備
中央町を築くことに寄与することを目的として奨励金等を交付する制度です。
　奨励金は、下記のとおりとなっていますので、要件に該当される方は期限内に申請をしてください。
　住みたいまち定住奨励金　
奨励
金名 金　額　等 交付対象要件等

住
宅
取
得
奨
励
金

基本額70万円（一括交付） 【交付対象要件】
●�平成26年１月１日～平成30年12月31日までに、吉備高原都市又はハート
フルタウンの分譲地に新築（建築日から１年未満の未入居のものを含む。）
された方。
●�固定資産税が最初に賦課された年の１月１日において申請者の年齢が50
歳以下であること

【申請期限】
●�対象住宅に係る固定資産税が最初に賦課された年の４月１日から同年８月
末日まで

民
間
賃
貸
住
宅
入
居
奨
励
金

■月額　１万円
　（最長24ヶ月）

【交付対象要件】
●�町内に所在する民間賃貸住宅（民間賃貸住宅の賃貸借契約日が平成27年
４月１日から平成32年３月31日までの間に締結している）に入居された方。
●�民間賃貸住宅の賃貸借契約に基づく月額賃料（家賃）が月額３万円以上で
あること。（ただし、共益費、管理費及び駐車場使用料等は除く。）
●�申請時において中学生以下の子どもを養育する親がいる子育て世帯、若し
くは夫婦のいずれか一方の年齢が40歳以下の新婚世帯（婚姻日から１年
以内）であること

就
業
奨
励
金

・５万円
・�「ロマン高原かよう総合
会館主催事業」入場券の
無料引換券

【交付対象者】
●�平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に、卒業後初めて就業
された方
●町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業された方
●申請年度の４月１日現在において、年齢が30歳以下であること
【申請期限】
●就業した日から１年間

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

■１人の場合　
・３万円
・�「ロマン高原かよう総合
会館主催事業」入場券の
無料引換券

■複数の場合
・５万円
　�（中学生以下一人につき
３万円加算あり）

・�「ロマン高原かよう総合
会館主催事業」入場券の
無料引換券

【交付対象者】
●�本町に定住の意志を持って平成27年４月１日から平成32年３月31日まで
に転入された方
●町内又は通勤可能な町外の事業所等に就業されている方
●申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること
【対象外】
●�転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入した場合は対象となりま
せん

【申請期限】
●転入した日から１年間

結
婚
祝
金

■５万円（夫婦１組につき）
・�「ロマン高原かよう総合
会館主催事業」入場券の
無料引換券

【交付対象者】
●平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に婚姻された方
●夫婦双方とも申請年度の４月１日現在において、50歳以下であること
●夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けていないこと
【申請期限】
●婚姻日から１年間

◦�上記要件を満たした場合であっても、町税及び町納付金に滞納がある場合等は定住奨励金を交付することがで
きません。また、過去において吉備中央町定住促進条例及び吉備中央町夢のある町定住促進条例、住みたいま
ち定住促進条例の規定による同種の定住奨励金の交付を受けている場合についても交付することができません。
◦就業奨励金、Ｕターン奨励金、Ｉターン奨励金はいずれか１度のみの交付となります。
◦上記奨励金によっては、重複しての交付が可能な場合もあります。
◦詳細については、吉備中央町住みたいまち定住促進条例及び同施行規則によります。
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平成30年度　狩猟免許試験のお知らせ
　イノシシ、ヌートリア、サル、カラスなどの鳥獣による農作物被害が大きな問題となっています。狩猟や有害
鳥獣捕獲許可などにより有害鳥獣駆除活動を行い、安心して農業ができる環境を作りましょう。
　それにはまず、狩猟免許を取得し、狩猟者登録を受けることが必要です。
　つきましては、狩猟免許試験受験希望の方は、狩猟免許初心者講習会・狩猟免許試験が、次の日程で実施され
ますので、お知らせいたします。
　なお、今年度、新規で狩猟免許を取得し、町の猟友会に入会し狩猟者登録を受けられる方には、初心者講習会
受講料・狩猟免許試験受験手数料を町が全額補助します。

１．狩猟免許試験日及び会場
期　　日 受付時刻 開始時刻 場　　　　　所

H30.16.19㈫ 午前9：00 午前9：30 マービーふれあいセンター
　倉敷市真備町箭田40-1�� ☎（086）698－9111

H30. 7.22㈰ 午前9：00 午前9：30 体験学習施設百花プラザ
　岡山市東区西大寺南1-2-3� ☎（086）944－8716

H30.18.10㈮ 午前9：00 午前9：30 グリーンヒルズ津山　リージョンセンター
　津山市大田920� �☎（0868）27－7150

H30.11.30㈮ 午前9：00 午前9：30 マービーふれあいセンター
　倉敷市真備町箭田40-1� ☎（086）698－9111

期　　日 場　　　　　所

H30.16. 9㈯ マービーふれあいセンター
　倉敷市真備町箭田40-1�� ☎（086）698－9111

H30.17.16㈪ 体験学習施設百花プラザ
　岡山市東区西大寺南1-2-3� ☎（086）944－8716

H30.18. 5㈰ グリーンヒルズ津山　リージョンセンター
　津山市大田920� �☎（0868）27－7150

H30.11.25㈰ マービーふれあいセンター
　倉敷市真備町箭田40-1� ☎（086）698－9111

２．受験手数料
新規受験者 既に他の種類の免許取得者
5,200円 3,900円

３．受験手続について
　受験希望者は、所定の狩猟免許申請書に必要事項を記入の上、次のものを添付し、試験日の10日前までに受験
しようとする場所を管轄する県民局へ提出してください。
　①�銃砲刀剣類所持等取締法第４条第１項第１号の規定による許可を受けている場合は、許可証の写し、許可を

受けていない場合は医師の診断書
　②�縦3.0㎝×横2.4㎝の写真　１枚（申請前６ヶ月以内に撮影した、無帽、正面、上三分身、無背景のもの、裏

面に氏名、撮影年月日を記入）
　③返信用封筒（定型長形３号）　１通（郵便切手82円を貼り付け宛名及び宛先を明記したもの）
　※�狩猟免許申請書、医師の診断書、狩猟免許初心者講習会受講申込書は農林課又は加茂川総合事務所にもあり
ます。

■狩猟免許初心者講習会（任意受講）・・・受講料 4,000円
　次の期日に、（一社）岡山県猟友会主催の狩猟免許初心者講習会が開催されます。申し込み等の詳細につきま
しては（一社）岡山県猟友会事務局（☎086-223-3190）に直接お問い合わせください。

連絡先 岡山県備前県民局農林水産事業部　森林企画課森林保全班� ☎086－223－9832
吉備中央町　農林課　林業振興班� ☎0866－54－1318
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平成29年度中山間地域等直接支払交付金事業の実施状況について

児童手当の現況届は６月中にお忘れなく

　集落で協定を締結し、共同で農用地や農業施設の維持管理をする集落協定、または、認定農業者等が利用権設
定や農作業の受委託により農用地の維持管理に取り組む個別協定による中山間地域等直接支払制度事業の平成29
年度の実施状況がまとまりましたので、中山間地域等直接支払交付金実施要領の規定によりお知らせします。

　児童手当制度は、児童を養育している方に家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担
う児童の健全な育成と資質の向上を目的に支給されます。引き続き児童手当の受給対象となる方の６月１日
の状況を把握し、受給資格があるかどうかを確認するため「現況届」の提出が必要です。
　該当の方には「現況届」の用紙を５月下旬に送付します。
　現況届の提出がないと受給資格があっても、手当を受けられなくなります。

　次に該当する場合は、現況届に添付書類が必要です。　
　　・請求者が被用者（会社員など）の場合　⇒　健康保険被保険者証の写しなど
　　・養育している児童が吉備中央町以外に住んでいる場合　⇒　児童を含んだ世帯全員の住民票
　　・養育している児童と別居している場合　⇒　別居監護申立書
　　※その他、ご家庭の状況により、必要に応じた書類を提出していただくことがあります。

　支給対象は　　・中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の児童を養育している方

　支給月額（一人につき）
　　・３歳未満は一律15,000円
　　・３歳以上小学生修了前は10,000円（第３子以降は15,000円）
　　・中学生は一律10,000円
　　※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として月額一律5,000円

　支給月は　　・原則として毎年６月、10月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。
　　　　　　　（例）６月の支給日には２月～５月分の手当を支給します。

協 　 定 　 数

集落協定　�180協定　　計　194協定
個別協定　　14協定
取組内容別
基礎単価：34協定　体制整備単価　160協定

参 加 農 業 者 等 組織等2,365人（延べ）
（注）個別協定は１組織としています。

協定締結面積および
交 付 金 対 象 面 積

協定締結面積　　17,631,639㎡
交付金対象面積　17,631,639㎡

加算措置への取組 集落連携・機能維持加算　　　２協定
超急傾斜農地保全管理加算　��13協定

交 付 金 の 総 額 282,297,331円

基礎単価とは、集落等で協力して農業生産活動を継続実施する協定です。体制
整備単価とは、農業生産活動に加え、農業生産活動等の体制整備に向けた取組
を実施する協定です。

（注）数字は、平成30年３月31日現在のものです。

お問い合わせ先 農林課�　農業振興班　☎0866－54－1318

お問い合わせ先 子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328
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８０２０いい歯達成者表彰事業

第４回吉備中央町ラジオ体操講習会

●目　　的　�80歳以上で自分の歯が20本以上を有する方を表彰し、歯の健康に対す
る意識を高めると共に健康の保持増進を図る。

●対　　象　（１）�町内に住所を有する者であって、当該年度の末日において満80
歳以上の者

　　　　　　（２）自歯及び治療した歯の合計した本数が20本以上の者
　　　　　　 　　＊�但し、第三大臼歯、歯冠部が齲歯等で崩壊した残根歯及び義

歯等で喪失部位を補っている歯は含まない。
　　　　　　 　　＊表彰は、一人１回限りです。
●申請期間　平成30年６月１日㈮～８月31日㈮
●手　　順　①自薦書を提出（保健課または各支所、加茂川総合事務所、出張所）
　　　　　　　＊�自薦書は、保健課、各支所、加茂川総合事務所、出張所、町内歯科医院、老人福祉施

設等にあります。
　　　　　　②歯科衛生士が本数の確認のため訪問します。
　　　　　　③達成者は記念品を添えて表彰します。

　ラジオ体操を毎日無理なく続けるために正しいラジオ体操を一緒に学びませんか？
●期　日　平成30年６月17日㈰
●時　間　10：00～12：00　受付９：30～
●会　場　かもがわ総合スポーツ公園　体育館（アリーナ）
●講　師　現NHKテレビ・ラジオ体操　指導者　岡本美佳先生
　　　　　現NHKテレビ・ラジオ体操　アシスタント　清水沙希先生
●持参品　屋内用シューズ、飲み物、タオル
●参加費　無料　参加者の方には景品をご用意しています。
●申込み期日　平成30年６月８日㈮

お問い合わせ先 保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

お問い合わせ先 保健課　地域保健班　☎0866－54－1326 分かりやすく説明してくださいます。

へそっぴー
ポイント
対象事業

ラーバニスト小森の里営業休止のお知らせについて
　ラーバニスト小森の里では皆さまに長年ご愛顧いただいておりましたが、施設の老朽化等に伴い、平
成30年３月末日を持ちまして営業を休止いたしました。
　ご利用いただいている皆さまには大変ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解をいただきますようよろ
しくお願いいたします。
　今後のことにつきましては、施設の再開が更なる地域の活性化につながるよう、これから順次関係者
との協議、検討等を行って参ります。

お問い合わせ先 協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301
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ご存知ですか？　～医療費公費負担制度について～

カップリングパーティー参加者募集

　この制度は、医療機関等で診療を受けたとき、医療費の自己負担分が助成されるものです。この制度で医
療を受ける場合には、町への申請により受給資格証の交付を受けることが必要です。制度の対象者で申請を
されていない方は手続きをしてください。

　レトロチックな街並みが続く吹屋で素敵な出会いをさがしてみませんか。
　初めての方でも、専門のスタッフがフォローしますので、安心してお気軽にご参加ください。

●日 に ち　平成30年７月15日㈰

●場　　所　ラ・フォーレ吹屋（高梁市成羽町吹屋）

●参加条件　25歳～45歳くらいまでの独身男女　※男女ともに地域制限はありません

●募集定員　男女各20名

●参 加 費　男性：３，０００円　　女性：２，０００円

●主　　催　�吉備中央町結婚推進協議会・高梁市まちづくり結婚推進連絡会・
新見市結婚推進協議会

　　　　　　�（吉備中央町結婚推進協議会事務局　定住促進課　☎0867－34
－1116）

岡山県小児等医療費公費負担制度
　対象者　０歳～満18歳の方（満18歳に達した方は、その年度の末日まで）。
　　◆注意　婚姻している方、社会保険加入者本人は受給対象外です。
岡山県ひとり親家庭等医療費公費負担制度
　対象者　ひとり親（父子・母子）家庭の親及び児童
　　　　　父母のいない児童
　　　　　父母のいない児童を養育している配偶者のいない者
　　◆注意　・対象者に、所得税が課税されていない場合のみ該当します。
　　　　　　・小児等医療費受給資格をお持ちの場合は、小児等医療の方が優先されます。

岡山県心身障害者医療費公費負担制度
　対象者　身体障害者手帳１級又は２級の方
　　　　　身体障害者手帳３級の方で、かつ療育手帳Ｂ（中度）の方
　　　　　療育手帳 Aの方
　　◆注意　65歳以上で新たに該当した場合は給付対象となりません。
　　　　　　また、所得により該当しない場合があります。

※不正の行為等により助成を受けた時は、費用の返還を求めることがあります。
　受給資格の喪失・変更がある場合は、すみやかに届出をお願いします。

お問い合わせ先 保健課　医療保険班　☎0866－54－1326

お問い合わせ先 福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

お問い合わせ先 〒710－0001　岡山県倉敷市三田76－１　有限会社チアーズ
☎086－484－0020（10時～18時　土日祝受付可）
ＨＰ　http://cheer-s.com/180715
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役場からのお知らせ

　明石家さんまさんのものまねで、お客さんを笑いの渦に巻き込みます！究極のものまねと有
名人歌まね、爆笑アドリブトークは必見！！町内の団体を舞台に招いて、テレビでお馴染みの
トーク番組風のコーナーもあり、子どもから大人まで楽しめます。お誘い合わせの上ご来場く
ださい。

　「京都二寧坂」「河内おとこ節」「瞼の母」で有名な中村美律子歌謡ショーを開催します。
　前座歌手として香川県出身の渡辺要さんがパワフルなステージを展開します。
　中村美律子さんは、力強い歌声で演歌の心をお届けします！お誘い合わせの上ぜひご来場
ください。

●日　時　平成30年８月４日㈯
　　　　　開場�午後１時30分　開演�午後２時
●会　場　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール
●入場料　無料（入場整理券が必要です。６月１日㈮から配布）
●入場整理券配布所　�ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事

務所、かもがわ総合福祉センター、井原出
張所、吉川支所、大和支所

●日　時　平成30年８月12日㈰
　　　　　開場�午後２時30分　開演�午後３時

●会　場　ロマン高原かよう総合会館
　　　　　レインボーホール

●入場料　3,000円

●チケット発売日　平成30年６月１日㈮から

●チケット取扱所　�ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事務
所、総合福祉センター、井原出張所、吉川支所、
大和支所、チケットぴあ、ローソンチケット

明石家さんまのものまねでおなじみ
ほいけんた「ものまねショー」を開催します！！

「中村美律子  歌謡ショー」開催のお知らせ

お問い合わせ先 協働推進課　商工観光班
☎0866－54－1301

お問い合わせ先 協働推進課　商工観光班
☎0866－54－1301

ぜひご来場
ください！
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開催期日 公民館 行　事　名 内　　　　　容
６月１日㈮ 下竹荘 男性料理教室 午前10時～　エプロン、三角巾、500円　申込〆5/28㈪
６月１日㈮ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午前10時～　参加費300円　シューズ、飲み物
６月２日㈯ 津賀 津賀地区運動会 午後１時～　津賀小学校運動場（雨天順延）
６月８日㈮ 豊野 豊稔大学女性の料理と消費生活啓発講話 午前９時30分～　
６月10日㈰ 吉川 吉川地区体育祭 午後０時30分～　吉川小学校運動場
６月11日㈪ 豊野 いけばな教室 午後１時30分～　材料代実費　要申込
６月11日㈪
　　25日㈪ 上竹荘 太極拳～入門編～ 午後１時30分～　参加費200円　シューズ、飲み物

６月13日㈬ 下竹荘 いきいき運動教室 午前10時～　タオル、上靴、お茶�　要申込　
６月13日㈬
　　20日㈬ 御北 御北こども大学 午後３時10分～　国語・算数：小学生対象　要申込

６月18日㈪ 吉川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　要申込　参加費100円
６月24日㈰ 上竹荘 手作り講座～ハーバリウム～ 午前９時30分～　参加費2,500円
６月25日㈪ 吉川 薬膳で健康に！ 午前10時～　参加費1,200円　要申込
６月28日㈭ 豊野 おかあさんの台所 午前９時～　材料代500円　エプロン、三角巾

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー 今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
（詳しくは各公民館へお問い合わせください。）

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》

「
三
光
」

　
　

人　
あ
り
が
と
う
そ
つ
ぎ
ょ
う
し
き
へ
花
が
咲
く�

濱
田　

直
希

　
　

地　
ひ
さ
い
地
に
え
が
お
の
花
を
さ
か
せ
よ
う�

大
森　

結
奈

　
　

天　
笑
顔
咲
く
い
つ
も
明
る
い
小
学
校�

淀
川
結
乃
椛

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》

「
三
光
」

　
　

人　
い
つ
の
日
か
咲
き
ま
す
よ
う
に
夢
の
花�

天
艸　

ら
ん

　
　

地　
何
事
も
努
力
続
け
ば
花
開
く�

片
山　

史
奈

　
　

天　
あ
り
が
と
う
こ
の
一
言
で
笑
顔
さ
く�

片
山　

大
成

《
一
般
の
部
》

「
佳
吟
」

　
　
　
　

山
う
ら
ら
心
う
き
う
き
笑
顔
咲
く�

藤
本　

智
美

　
　
　
　

ゆ
る
り
咲
き
パ
ッ
ト
散
る
気
で
い
た
昔�

草
地　

恒
太

　
　
　
　

待
望
の
夢
に
花
咲
き
祝
い
酒�

浅
田　

君
子

　
　
　
　

寒
波
に
も
平
常
心
で
咲
く
ビ
オ
ラ�

沼
本　

典
子

　
　
　
　

野
の
花
が
く
じ
け
な
い
で
と
風
に
ゆ
れ�

米
田　

芳
子

　
「
三
光
」

　
　

人　
辛
抱
を
重
ね
大
樹
に
咲
か
す
花�

浅
田
冨
貴
子

　
　

地　
休
耕
地
ひ
っ
そ
り
咲
き
て
主
人
待
つ�

小
川
美
江
子

　
　

天　
人
生
の
華
咲
く
春
を
孫
に
待
つ�

海
士
部
節
子

＊６月の課題は「駅」、７月の課題は「呼ぶ」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

こ
れ
く
ら
い
分
か
ら
ぬ
様
に
成
り
た
る
か
老
い
た
る
心
に
は
げ
ま
し
語
る�

土
居　

照
代

風
雪
に
堪
え
て
紅
さ
す
や
ぶ
椿
一
輪
さ
せ
ば
食
卓
華
や
ぐ�

国
只　

恒
子

竹
馬
に
て
遊
び
し
甥
に
妹
に
呼
ば
れ
て
今
で
も
わ
た
し
は「
小こ

姉ま

ち
ゃ
ん
」�

難
波　

良
子

今
年
は
も
う
だ
め
か
と
思
っ
た
古
桜
が
一
日
に
し
て
満
開
と
な
る�

河
内　

晶
子

ふ
る
里
の
墓
の
片
辺
に
ひ
ざ
休
め
彼
岸
の
風
を
母
と
分
け
合
う�

中
山　

文
恵

新
田
選
手
こ
け
て
も
頑
張
る
雪
の
中
強
い
心
に
金
の
花
咲
く�

国
只
由
紀
子

晴
天
に
恵
ま
れ
し
今
日
ふ
れ
あ
い
荘
の
友
等
と
共
に
憩
う
福
祉
セ
ン
タ
ー�

難
波　

芳
子

放
送
川
柳　
平
成
30
年
４
月
秀
句　

題
「
咲
く
」�

（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）
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「祖母との夏が
� 教えてくれた事」

加賀中学校　３年

相田　楓透さん

「
楓
透
君
、
二
人
で
一
緒
に
北
海
道
を
旅
行
し
て
み
ま
せ

ん
か
。」

　

祖
母
が
送
っ
て
来
た
手
紙
を
読
ん
だ
時
、
僕
は
少
し
驚

い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
二
週
間
前
に
父
と
一
緒
に
祖
父
母
の

家
に
行
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。

「
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
よ
り
も
、
二
人
で
色
々
な
所

を
廻
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。」

　

行
く
か
行
か
な
い
か
を
決
め
る
に
は
少
し
困
っ
た
。
行

く
と
し
た
ら
そ
れ
ま
で
に
夏
休
み
の
宿
題
を
終
わ
ら
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
で
も
、
折
角
誘
っ
て
く
れ
た
の

だ
し
、
も
う
す
ぐ
祖
母
も
七
十
歳
に
な
る
。
そ
う
す
る
と

何
回
一
緒
に
旅
が
で
き
る
か
判
ら
な
い
か
ら
行
く
事
に
決

め
た
。

　

祖
母
は
ツ
ア
ー
を
申
し
込
ん
で
く
れ
て
い
て
、
北
海
道

に
行
く
前
後
も
祖
父
母
の
家
に
滞
在
す
る
事
に
な
っ
た
。

羽
田
空
港
に
到
着
す
る
と
祖
母
が
嬉
し
そ
う
な
顔
で
待
っ

て
い
た
。
そ
し
て
笑
顔
で
、

「
よ
う
こ
そ
。
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
た
。（
あ
ぁ
、や
っ
ぱ
り
行
く
事
に
し
て
良
か
っ
た
。）

と
思
っ
た
。

　

次
の
日
は
靖
国
神
社
に
参
拝
し
、
隣
に
あ
る
遊
就
館
を

見
学
し
た
。
そ
こ
に
は
戦
争
に
つ
い
て
の
展
示
物
が
沢
山

置
い
て
あ
り
、
僕
は
そ
の
中
で
も
特
攻
隊
員
の
書
い
た
遺

書
が
一
番
心
に
残
っ
た
。
そ
こ
に
は
先
に
死
ぬ
事
へ
の
親

達
へ
の
謝
罪
と
感
謝
が
美
し
い
字
で
書
か
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
北
海
道
へ
行
く
日
が
来
た
。
知
床
半

島
を
船
で
一
周
し
た
り
、
神
の
子
池
へ
行
っ
た
り
し
た
。

見
た
事
の
な
い
所
を
訪
れ
、
初
め
て
の
体
験
を
し
て
本
当

に
感
動
し
た
。
旅
の
間
も
毎
晩
一
時
間
半
、
祖
母
と
英
語

の
勉
強
を
し
た
。
英
語
塾
を
し
て
い
る
祖
母
は
「
毎
日
勉

強
す
る
の
が
大
切
な
ん
だ
よ
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

星
空
ツ
ア
ー
で
曇
っ
た
星
一
つ
な
い
夜
空
を
見
て
い
る

時
、
さ
っ
き
祖
母
の
言
っ
た
事
を
考
え
た
。
僕
は
勉
強
が

好
き
で
は
な
い
。
で
も
そ
れ
を
し
な
い
と
将
来
自
分
が
困

る
事
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ふ
と
他
の
事
に
誘
惑
さ

れ
て
し
ま
う
の
だ
。
祖
母
は
そ
の
事
を
言
っ
て
い
た
ん
だ

と
思
う
。

　

四
日
目
は
釧
路
湿
原
を
走
り
抜
け
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に

乗
っ
た
。
祖
母
は
、

「
楓
ち
ゃ
ん
小
さ
い
頃
か
ら
電
車
が
好
き
だ
か
ら
。」

と
呟
い
た
。
祖
母
は
ず
っ
と
ぼ
く
の
事
を
色
々
考
え
て
こ

の
ツ
ア
ー
を
申
し
込
ん
で
く
れ
た
の
だ
。
そ
の
気
持
ち
が

嬉
し
か
っ
た
。

　

千
葉
県
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
二
日
目
の
夜
、
祖
母
は
最

後
に
英
検
三
級
の
問
題
を
一
緒
に
解
い
て
く
れ
た
。
そ
の

後
一
人
で
解
い
て
み
る
と
、
合
格
ラ
イ
ン
を
易
々
と
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
い
き
な
り
出
来
る
と
思
わ
な
か
っ
た

か
ら
心
底
お
ど
ろ
い
た
。

　

そ
し
て
最
後
の
日
、
祖
母
は
手
紙
を
渡
し
、「
飛
行
機
の

中
で
読
ん
で
ね
。」
と
言
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
、
僕
へ
の
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
て

い
た
。
例
え
ば
『
学
校
で
も
先
生
に
言
わ
れ
て
動
か
ず
、

自
分
で
周
り
を
見
て
動
い
て
み
な
さ
い
。』
と
…
。

　

そ
の
手
紙
を
読
ん
で
、
祖
母
が
僕
を
旅
に
誘
っ
た
理
由

が
判
っ
た
。
祖
母
は
遠
く
離
れ
て
い
る
の
に
僕
の
事
を
全

て
見
抜
い
て
い
た
の
だ
。
で
も
そ
の
上
で
祖
母
は
僕
の
事

を
全
否
定
は
一
度
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
『
貴

方
に
は
良
い
所
は
沢
山
あ
る
け
れ
ど
、
足
り
な
い
と
こ
ろ

も
多
く
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
を
埋
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
よ
。』
と
伝
え
て
く
れ
て
い
た
の
だ
。
祖
母
は
そ
の
足
り

な
い
と
こ
ろ
を
埋
め
る
為
に
、
今
、
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
、
す
る
べ
き
事
を
こ
の
十
日
間
で
教
え
よ
う

と
し
て
く
れ
た
の
だ
。

　

祖
母
は
手
紙
に
何
回
も
『
学
生
の
仕
事
は
勉
強
』
と
い

う
事
を
書
い
て
い
た
。
で
も
『
机
の
上
の
勉
強
だ
け
が
勉

強
で
は
な
い
。』
と
も
書
い
て
あ
っ
た
。
つ
ま
り
普
通
の
勉

強
以
外
に
も
自
分
の
目
で
見
て
聞
い
て
、
色
々
な
事
を
学

ぶ
事
も
大
切
と
い
う
事
だ
。

　

今
回
の
十
日
間
の
旅
行
で
、
自
分
に
足
り
な
い
所
を
埋

め
る
に
は
自
分
が
自
分
か
ら
動
く
事
が
要
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

祖
母
は
、
僕
の
（
も
う
小
さ
い
子
供
で
は
な
い
か
ら
他

人
に
命
令
さ
れ
た
く
な
い
）
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。
今
度
は
そ
の
事
を
受
け
と
め

て
、
僕
が
進
歩
す
る
番
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
為
に
は

毎
日
の
な
ん
で
も
な
い
事
も
大
切
な
訓
練
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

命
令
さ
れ
た
く
な
い
な
ら
、
自
分
の
勘
を
働
か
せ
て
周

り
を
見
渡
し
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
そ
れ
を
す
ぐ

に
実
行
す
れ
ば
良
い
の
だ
。
今
の
自
分
に
そ
れ
を
全
て
完

璧
に
す
る
事
は
出
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
一
歩
ず

つ
で
も
進
ま
な
い
と
ず
っ
と
こ
こ
か
ら
動
け
な
い
。

　

祖
母
は
こ
の
旅
行
で
僕
に
、
大
人
に
な
る
為
の
大
切
な

ヒ
ン
ト
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。
そ
の
気
持
ち
に
報
い
る
自

分
に
な
れ
る
様
、
ま
ず
は
今
日
か
ら
歩
き
だ
し
て
見
た
い
。

そ
し
て
成
長
し
た
自
分
を
書
い
た
手
紙
を
祖
母
に
出
そ
う

と
思
う
。

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
29
年
度
）
今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
相
田
楓
透
さ
ん
の
「
祖
母
と

の
夏
が
教
え
て
く
れ
た
事
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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　特殊技術で開発された
小型飛行船〈ジェリーフィッ
シュ〉。開発メンバーによる
性能の最終確認中に起きた
殺人。暴走し、閉鎖された
艇内で繰り広げられるミステ
リー。

　ひとりぼっちのおさか
なくん。２匹、３匹と
ふえていき、ひとりぼっ
ちじゃなくなった !?
　さいごまで目がはな
せない、しかけえほん。

かもがわ図書館  ☎0867－34－1115
0867－34－1124

ロマン高原かよう図書館 ☎0866－54－1331
 0866－54－1311

6月の休館日出会いの

扉 11日
18日

４日
17日
25日

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵
　
　
本

やさいさん tupera�tupera ／学研プラス トイ・ストーリー
なぞのきょうりゅうワールド KADOKAWA

じかんだよー！ さいとうしのぶ／白泉社 はくぶつかんのよる イザベル・シムレール／岩波書店
チュウとチイのあおいやねの
ひみつきち たかおゆうこ／福音館書店 さよならともだち 降矢なな／偕成社

児
童
書

「わざ」をマスターしよう
写真がかっこよくとれる30のわざ 塩見徹／くもん出版 快盗戦隊ルパンレンジャーVS警察戦隊

パトレンジャー�大勝利イタダクゼ！ 講談社
エダマメをつくろう！�学校でそだて
てかんさつ夏やさい 青山由紀／あかね書房 ワタの糸と布

イチからつくるシリーズ 大石尚子／農文協

幽霊ランナー 岡田潤／金の星社 ヒトラーと暮らした少年 ジョン・ボイン／あすなろ書房

一
般
実
用
書

子どもは善悪をどのように理解するのか？ 長谷川真里／ちとせプレス マルハナバチを使いこなす 光畑雅宏／農文協

人間の未来�AI の未来 山中伸弥／講談社 心とからだを育てる和太鼓 水野惠理子／かもがわ出版

煌めくハーバリウム 日本文芸社 仕事で差がつく言葉の選び方 神垣あゆみ／フォレスト出版

一
般
読
み
物

卑弥呼の葬祭　天照暗殺 高田崇史／新潮社 おまじない 西加奈子／筑摩書房

そしてバトンは渡された 瀬尾まいこ／文藝春秋 オリジン　上・下 ダン・ブラウン／ KADOKAWA

凶犬の眼 柚月裕子／ KADOKAWA 剣と十字架　空也十番勝負�青春篇 佐伯泰英／双葉社

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

新 着 図 書 案 内

ま
さ
か
の
ど
ん
で
ん
返
し
⁉

『ひとりぼっちのおさかなくん』
トーマス・フリンタム／え　大日本絵画　か

『ジェリーフィッシュは凍らない』
市川憂人／著　東京創元社　㋺

2018.4月～
こんな雑誌が入っています！

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館
婦人公論 （隔週）オレンジページ （隔週）
暮しの手帖 （隔月）CHANTO　チャント（月刊）
レタスクラブ （月刊）すてきにハンドメイド（月刊）
ESSE　エッセ （月刊）クーヨン （月刊）
Discover�Japan （月刊）天然生活 （月刊）
男の隠れ家 （月刊）サライ （月刊）
家庭画報 （月刊）からだにいいこと （月刊）
コットンタイム （月刊）タウン情報おかやま（月刊）
タウン情報おかやま（月刊）現代農業 （月刊）
現代農業 （月刊）オセラ （月刊）
MOE　モエ （月刊）ダ・ヴィンチ （月刊）
ひよこクラブ （月刊）文藝春秋 （月刊）
きょうの健康 （月刊）きょうの料理 （月刊）
趣味の園芸 （月刊）季刊地域 （季刊）
かぞくのじかん （季刊）

＊�各雑誌の最新号以外は
貸出しできます。

＊�隔月・季刊の雑誌は、
受入から１カ月で貸出
しできます。

＊�寄贈していただいた雑
誌も、貸出しています。
ご利用ください。

NEW

NEW
NEW

 

 

おとなの朗読会

「お江戸下町 人情と愛」
６月22日（金）18：00～

片山邸
　演　目　鼓くらべ　山本周五郎
　　　　　神無月 　宮部みゆき

　朗　読　言の葉二人会
　　　　　（沖田喜一　中山美保）

　　鼓　　望月太津友

＊ 物語のなかで奏でられる鼓の音色も
お楽しみに！

　くわしくはチラシをごらんください。

　

お
さ
か
な
く
ん
が
の
ど
か
に
泳

ぐ
海
の
中
で
、
航
空
試
験
中
の
新

型
飛
行
船
の
中
で
、
予
期
せ
ぬ
出

来
事
が
起
こ
っ
た
！
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地域おこし協力隊便り
Vol.

38

電動アシスト付クロスバイクのレンタル
道の駅かもがわ円城、道の駅かようでスタート！！

４月から新たなメンバーが加わりました！

みなさんこんにちは！去年の 4 月に着任し、レンタサイ
クル事業を担当している小城洋介です。貸し出しする自
転車は最新の電動アシスト付クロスバイクで、スポーツ
タイプです。吉備中央町は中山間地の特徴として、アッ
プダウンが多くて普通の自転車では登り坂が大変。とこ
ろが、この電動アシスト付クロスバイクでは、坂道も
楽々、長い距離を漕ぐことができます（１回の充電で最
長約 80㎞走行可能）。自転車に乗ることで、車とはまた
違った景色や、季節の移り変わりを肌で感じられます。
皆さんも、気軽に乗れる自転車で、町内を巡ってみませ
んか？

お問い合わせ
　株式会社 kibily　TEL：080-2907-7347

前
まえ

嶋
じま

 英
え

里
り

 （鳥
とっ

取
とり

県
けん

八
や

頭
ず

郡
ぐん

 出身）

【活動内容】
　町営塾 k

キイト

ii+ スタッフ
【ひとこと】
　「わくわく生きる楽しさ」を kii+ の場
を通じて、吉備中央町の子どもたちに届
けていきたいです！子どもたちがそれぞ
れの個性や強みを生かしてキラキラ輝く
人生になるように、いろいろな学びを伝
えていきます！

４月から新しいメンバーを迎え、
地域の皆さんの力をお借りしながら、精進してまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。

利用料金
　３時間　￥2,000
　１日　　￥3,000
レンタサイクル営業時間
　営業９時～ 16時まで
営業期間
　３月～ 11月
　（12月～ 2月は冬季休業）
　※  2018 年のみ営業期間は 6月～ 11月
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平
成
30
年
度「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
」臨
時
夜
間
検
査

及
び
定
例
検
査
の
御
案
内

　

備
前
保
健
所
で
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
」（
毎
年
６
月
１
～
７
日
）
に
あ
わ
せ
て
、

臨
時
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
匿
名
・
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町以外からの

お知らせ

Info
rmation

　

ま
た
、
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
に
も
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
時
夜
間
検
査
・
定
例
検
査
と
も
、必
ず
、

事
前
に
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
保
健
所

　
　
（
岡
山
市
中
区
古
京
町
１

－

１

－

17
）

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

５
５
５
３

�

（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

現
在
お
持
ち
の
「
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
」
の
有
効
期
間
が
平
成
30
年

９
月
30
日
ま
で
の
方
で
、
有
効
期
限
以
降
も

引
き
続
き
治
療
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
保

健
所
で
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
６
月
１
日
㈮
か
ら

　

平
成
30
年
７
月
31
日
㈫
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
保
健
課　

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

３
９
３
４

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
薬
安
全
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
４
２

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

梅
雨
に
入
り
、
雨
の
降
る
日
が
多
く
な
る

と
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
イ
ラ
イ
ラ
感
、
雨
に

よ
る
視
界
不
良
、
路
面
湿
潤
に
よ
る
ス
リ
ッ

プ
な
ど
が
原
因
で
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

◆
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転

　

雨
の
日
は
交
通
渋
滞
な
ど
に
よ
る
イ
ラ
イ

ラ
感
か
ら
注
意
力
が
低
下
し
ま
す
。

　

雨
の
日
は
い
つ
も
よ
り
「
５
分
早
め
の
出

発
」「
５
メ
ー
ト
ル
長
め
の
車
間
距
離
」「
５

キ
ロ
減
速
」
を
心
が
け
、
時
間
と
心
に
ゆ
と

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止

検査日 受付時間 検査内容

夜
間
検
査

６月８日㈮
（第２金曜日）

16：30～
19：00
（要予約）

ＨＩＶ検査
（即日検査・通常検査）
クラミジア検査
梅毒検査
肝炎ウイルス検査

定
例
検
査

毎月第１・
第３金曜日

９：30～
15：00
（要予約）

ＨＩＶ検査
（即日検査・通常検査）
クラミジア検査
梅毒検査
肝炎ウイルス検査

　

夜
間
の
急
な
子
ど
も
の
病
気
で
不
安
な
と

き
や
、
お
困
り
の
際
は
、
ご
遠
慮
な
く
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　

症
状
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま

す
。

■
相
談
時
間

　

平
日　

午
後
７
時
～
翌
朝
午
前
８
時

　

土
日
祝
（
年
末
年
始
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～
翌
朝
午
前
８
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

小
児
救
急
電
話

　
　
　
　

☎
＃
８
０
０
０
ま
た
は

�

☎
０
８
６

－

８
０
１

－

０
０
１
８

小
児
救
急
医
療
相
談
電
話

に
つ
い
て

り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
視
界
の
確
保

　

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
が
汚

れ
て
い
る
と
雨
の
し
ず
く
が
付
着
し
や
す
く

な
り
、
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

こ
ま
め
に
清
掃
す
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
パ
ー

を
点
検
し
て
、
劣
化
し
た
ゴ
ム
は
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

◆
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意

　

雨
天
時
は
晴
天
時
に
比
べ
て
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
く
、
昨
年
１
年
間
に
発
生
し
た
ス
リ
ッ

プ
事
故
の
う
ち
約
３
割
は
雨
天
時
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ヤ
の
溝
の
摩
耗
は
ス
リ
ッ
プ
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
ス
リ
ッ
プ
サ

イ
ン
な
ど
で
溝
の
摩
耗
具
合
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◆
傘
差
し
運
転
の
禁
止

　

自
転
車
の
傘
差
し
運
転
は
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
視
界
が
大
き
く

さ
え
ぎ
ら
れ
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
４

－

０
１
１
０
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みなさんからお便り・

イラスト・写真を

お待ちしています。

おめでとう
満１歳

みんなの
ページ

みんなが
主役

～エール～

町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで

いる団体・グループを紹介します。

掲載を希望される場合は、企画課公聴広報班にご応募ください。

ねぇねぇとにぃにぃみたい
にすくすく元気に育ってね。

１歳おめでとう！
これからも可愛い笑顔をた
くさん見せてね。

平成29年６月４日生まれ平成29年６月５日生まれ 綱つ
な

島し
ま　

浩ひ
ろ

樹き 

ち
ゃ
ん
（
案
田
）

安や
す

延の
べ　

音お
と

葉は 

ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

団 体 名

練習場所

練 習 日

会　　費

入会資格

かよう浪漫太鼓
ロマン高原かよう総合会館２階
多目的ホール

毎週木曜日�19時～20時　子ども太鼓
毎週木曜日�20時～21時　かよう浪漫太鼓

吉備中央町在住もしくは勤務の男性・女性・
園児・児童・学生、練習やイベントに積極的
に出れる方、初めての方大歓迎

入会金無料（衣装・バチ等は実費）

　かよう浪漫太鼓は、賑わいのあるロマン太鼓を目指して新メンバーを
募集しています。
　「わっしょい和んさか吉備高原フェスタ」を始め、町内外のイベント等
に参加しており、伝統芸能継承に貢献できるよう日々の練習に励んでい
ます。昨年は子ども太鼓も発足し、太鼓を演奏する楽しさを子どもだけ
でなく保護者も巻き込んで、活動の輪を広げていっています。
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みなさんからお便り・

イラスト・写真を

お待ちしています。

おめでとう
満１歳

みんなの
ページ

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

あかりちゃん、生まれてき
てくれてありがとう。すく
すく育ってね！

お姉ちゃんたちと仲良く元
気に育ってね！

１歳おめでとう☆�晴れやか
な未来を創れるように、元
気にたくましく育ってね。

平成29年６月８日生まれ平成29年６月13日生まれ

平成29年６月28日生まれ

東と
う

内な
い 

あ
か
り 
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

河か
わ

内う
ち　

三み

紗さ 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

山や
ま

中な
か　

創そ
う

晴せ
い 

ち
ゃ
ん
（
上
野
）

加茂川有害獣利用促進協議会
利
き

き猪
いのしし

グランプリ
「第２回日本猪祭り
（ALL JAPAN WILD BOAR GRANDPRIX）2017」 

全国1位
●日　時　平成30年３月３日
●場　所　岐阜県
●主　催　里山めぐり利き猪実行委員会
●目　的　�猪肉（ジビエ）を猟師（生産者）側から盛り上げていこう！

という目的で企画された「利き猪グランプリ」。それぞれ各
地の豊かな山の恵みで育った旬の猪を、猟師がそれぞれの
捕獲方法や捌き方、品質管理などこだわりをもって食肉に
し、提供します。

加茂川有害獣利用促進協議会の取り組み内容

Comment

　農作物への被害防止を目的に駆除されたイノシシの有効活用に取り組んでおり、捕獲されたイノシシの肉は
食用として道の駅等で販売。また、岡山市内のホテルで活用されているほか、皮は名刺入れなどの小物雑貨と
して活用しています。

　永年取り組んできたことが、全国の皆さんに認められて大変光栄です。
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
神
護
寺
で
行

わ
れ
た
花
ま
つ
り
の
様
子
で
す
。
吉

川
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、
花
御
堂

の
中
に
据
え
ら
れ
た
誕
生
仏
に
柄
杓

で
甘
茶
を
か
け
て
手
を
合
わ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
甘
茶
が
配
ら
れ
、
園

児
た
ち
は
「
甘
く
て
美
味
し
い
ね
」

と
嬉
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
？
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、

各
地
で
は
、
藤
の
花
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
と
い
っ
た
季
節
の
花
が
満
開
に

な
っ
た
観
光
名
所
の
話
題
が
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。
春
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
花
が
開
花
す
る
こ
の
時
期
に
、

花
を
贈
る「
母
の
日
」が
あ
り
ま
す
。

母
の
日
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

父
の
日
に
は
黄
色
の
バ
ラ
を
贈
る
の

が
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
色
に
は
意
味
が

あ
り
、
赤
色
は
「
真
実
の
愛
」、
白

色
は「
尊
敬
」、ピ
ン
ク
色
は「
感
謝
」

を
表
し
、
黄
色
の
バ
ラ
は
「
家
族
の

愛
情
や
尊
敬
」
を
表
す
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
５
月
の
「
母
の
日
」
に
引

き
続
き
あ
る
６
月
の
「
父
の
日
」。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
一
輪
の
花
を

届
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う�

か
。

�

田
淵

第35回　吉備の里ふるさと祭り
日　　時　　平成30年６月３日㈰　10：00～14：30　※雨天決行

場　　所　　社会福祉法人　吉備の里（吉備中央町上野2320-10）

　　※駐車場あり

主　　催　　社会福祉法人　吉備の里

お問い合わせ先 社会福祉法人　吉備の里　☎0866－56－8216

＜イベント内容＞
　今年のふるさと祭りでは、岡山県内外で活躍中のボーカリスト『中村ヒロキ』さ
んをはじめ、素敵なゲストの方々をお招きしてのパフォーマンスショーを予定して
おります。
　その他、恒例イベントである竹パン作りや乗馬体験、町内事業所及び団体による
バザー販売、似顔絵コーナーなど多数のブースをご用意しております。
　最後には大抽選会として、吉備中央町の特産品をはじめ多数の豪華景品を取り揃
え、皆さまのご来場を心よりお待ちしております。
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吉備高原都市さんさん祭り

第16回大和山ハイキング

岩倉山ウォーキング

　４月15日、「第27回吉備高原都市さんさん祭り」が吉備高原都市センター
区さんさん広場で開催され、町内外から家族連れなど多くの方が新緑の吉
備高原を訪れました。ステージでは、吉備中央児童合唱団、備中神楽伝承
道場、かよう浪漫太鼓　鼓絆－ KIZUNAなど、子どもたちが日頃の練習の
成果を存分に披露し、来場者を魅了していました。また、展示・体験コーナー
では、今回初となる地震体験車による地震の体験コーナーが設けられ「思っ
たより揺れて怖かった」と声が上がっていました。食の市では、山菜おこ
わや猪肉を使った串焼きや肉まんなどを買い求める多くの来場者で賑わい
ました。

　4月15日、大和山で野山の会と町観光協会の共催による「大和山ハイキング」が開催されました。当日は、
町内外から集まった約60人の参加者が山頂を目指して歩きました。
　片道３キロのハイキングコースの途中、大和山の豊かな自然と古和田城跡やことわざの道等を楽しみなが
ら散策。頂上では野山の会の皆さんによる豚汁、おこわ等のおもてなしを受け、地元オカリナグループの方々
による演奏もあり、つつじが咲く頂上で春の大和山を満喫しました。

　５月３日、円城ふるさと村の主催で、岡山県の中心に位置する岩倉山周辺を
歩く「岩倉山ウォーキング」が開催されました。当日は、町内外から約120名
の家族連れなどが参加。３キロと５キロのコースに分かれ、参加者は円城基幹
集落センターを出発し、県の中心を示すモニュメントがある岩倉公園や円城寺
などを散策しました。
　ゴール到着後には、地元住民の方が作られたばら寿司や豚汁が振る舞われ、
最後は地元産のお米、キムチなどが当たる抽選会もあり、春の楽しいひととき
を過ごしました。
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主な記事
・P02～特集：平成30年度 当初予算が決まりました

吉備高原こども園が開園
・P09～役場からのお知らせ
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神護寺花まつり 人口のうごき 平成30年5月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,493戸（＋61）人　口　11,677人（＋47）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,657人（＋44）
女　6,020人（＋3）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 難波　貞夫（田土）、谷澤　一二巳（広面）、仲里　隼人（上田東）

　食べることは、生きるための基本であると同時に、心も豊かにしてくれるとても大切なことです。
　近年、偏った栄養摂取や朝食の欠食による食生活の乱れや肥満傾向の増加など、健康を取り巻く環境
が深刻化してきているため、乳幼児期からの規則正しい食生活習慣が重要です。

　今年度も小学生、中学生が「食
育」をテーマに、すばらしいポ
スターや標語を考えてくれまし
た。入賞作品のカレンダーを役場、公民館、学校等に置いて
いますので、ぜひご覧ください。

22

22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町
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６月は食育月間です。
毎月１９日は食育の日です。

　皆さんも、この「食育月間」を機会に、ぜひ健康な生活の基
礎を築く「食育」に取り組んでくだ
さいね！

①家族や友人と楽しく食卓を囲む
②自分の食事をチェックし、栄養バランスを取るよう気をつける
③１日３食きちんと食べる習慣を身につける
④感謝する気持ちを込めて「いただきます」「ごちそうさま」の
　あいさつをする
⑤はしの正しい持ち方や、食器の正しい並べ方を身につける
⑥畑や庭などで、野菜を栽培し、料理する
⑦買い物の中で、新鮮で安心できる食材の選び方を身につける

できることから始めよう！こんなことも「食育」につながります！！

食育活動の取り組み

汁物主食

主菜副菜


